
　2023 年 の SUPER GT は、 ６ 月
に三重県の鈴鹿サーキットで開催され
た第３戦から約２ヶ月のインターバル
が あ っ た。ROOKIE Racing は そ の
間も他カテゴリーのレースで忙しく過
ごす期間ではあったが、その一方で
SUPER GT に向けてもしっかりとシ
リーズ中盤戦への準備を進め、８月５
日（土）〜６日の第４戦を迎えた。舞
台はチームの地元レースである静岡県
の富士スピードウェイだ。
　TGR TEAM ENEOS ROOKIE は
今季これまで、開幕から３戦連続ポイ
ントを獲得しており、ランキングは６
位。３戦を終えてランキング上位はサ
クセスウエイトが重くなり、エンジン
パワーが絞られる燃料流量リストリク
ターの調整が入るチームも出はじめて
いる。優勝、そして表彰台獲得のチャ
ンスは増えることになる。この中盤戦

の流れを手に入れるべく、チームは８
月５日（土）の予選日に臨んだ。
　７月から猛暑が続くなか、この日の
富士スピードウェイも午前中から気温
30 度を超えるコンディション。午前
９時から始まった公式練習では、まず
は大嶋和也が ENEOS X PRIME GR 
Supra のステアリングを握りコース
イン。午後の公式予選に向けたセット
アップを進めていった。
　大嶋は２回のピットインを行いなが
ら走行を重ねていくものの、「乗り出
しからフィーリングが良くなかった」
とピットインのたびに修正を行って
いった。少しずつ改善の兆しはあり、
14 周を走った後再度ピットへ。山下
健太にステアリングを託した。
　山下もやはり感触はあまり良いもの
ではなく、４回のピットインを行い
ながらセットアップの改善に取り組ん

だ。終盤、専有走行の時間帯にアタッ
クラップのシミュレーションに臨んだ
ものの、ここで #39 GR Supra がト
ラブルのためコースサイドにストッ
プ。赤旗が出され、そのままシミュレー

ションを行えないまま公式練習は終
了となった。ENEOS X PRIME GR 
Supra の順位は 15 番手。午後の公式
予選に向けたセットアップの改良は急
務となっていた。

公式練習 ８月５日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ
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　これまで酷暑のなかでのレースウ
イークだった第４戦だが、８月６日

（日）の決勝日は朝からどんよりとし
た雲に包まれ、ピットウォークを前
にして雨が降り出した。その後一時雨
は止み、決勝前のウォームアップでは
一時路面が乾きドライタイヤ装着まで
至ったが、レース直前にまたも雨。ス
タートドライバーを務めた大嶋は、ウ
エットタイヤを履きスタートした。
　激しい水しぶきが上がるなか、序盤
大嶋は異なるタイヤを履くライバル
に先行されるなど順位を落としたもの
の、上位争いに食らいついていく。た
だ８周が終わる頃には雨が止み、今度
は急速にレコードラインが乾きはじめ

　公式練習でのいまひとつの感触か
ら 改 善 を 試 み よ う と、TGR TEAM 
ENEOS ROOKIE は午後３時 20 分
からの公式予選を前にセットアップ改
善にトライ。まずは GT500 クラスの
Q1 に臨んだ。アタッカーを務めたの
は山下健太だ。
　午前の公式練習では、赤旗中断のた
めほとんどの車両がアタックをするこ
とができていない状況だったが、山下
は「何かやらないと Q1 は突破できな
いだろうと取り組んで、クルマはすご
く良い方向にいっていました」という
感触をアウトラップで得ると、４周目
に１分 28 秒 764 というタイムを記

公式予選

決勝レース

８月５日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

８月６日（日）　天候：雨　路面：ウエット

録する。ただ、今回も GT500 クラス
の Q1 は超僅差で、Q2 進出にはわず
かに届かず。ENEOS X PRIME GR 
Supra は 11 番手で予選を終えること
になった。

「アタックではわずかにブレーキが
余ってしまったり、走っている位置が
集団の先頭になってしまったりと、ア
タック自体はまとまっていましたが、
細かいところを詰められませんでし
た」と山下は予選を振り返った。
　とはいえ、クルマの感触としては良
い方向に向かっているのは間違いな
い。TGR TEAM ENEOS ROOKIE は
決勝レースでの逆襲を期した。

た。10 周 を 過 ぎ る と GT500 で も
ピットインしタイヤ交換を行うチーム
が現れはじめ、TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE も 13 周目に大嶋を呼び戻
し、タイヤを交換。16 周目に全車が
ピット作業を終えスリックに替えると
２番手に浮上。乾いてきた路面で 23
周目には #16 NSX-GT をかわし、大
嶋は首位に浮上してみせた。ドライで
は前日まで取り組んできたセットアッ
プが功を奏し、ペースも悪くない。
　しかし、この段階でひとつの懸念が
生まれていた。この 450km レース
では２回の給油をともなうピットイン
が必要だが、ENEOS X PRIME GR 
Supra はピットイン時にタイヤを換え
たのみで、給油は行っていなかった。
ただ多くのライバルたちはかなりの量
の給油を行っており、それが首位浮上
に繋がったのだが、ライバルがこの後
１回のピットインのみでレースを走り
きれる可能性が生まれていた。
　大嶋はトップのまま 45 周を終えて
ピットに入ると、山下健太に交代する。
ライバルたちも続々とピットインし
目まぐるしく順位が変わっていくが、
チームは３回目のピットインを画策し
ていた。２回目の給油を行わなければ
ならず、遅れは必至ではあったが、う
まくセーフティカーラン等に絡めるこ
とができればまだ逆転は可能だ。

　そんななか、66 周目にアクシデン
トが起きた。GT300 クラスの車両が
火災に見舞われ、13 コーナーに車両
を止めてしまったのだ。チームは早急
に山下を呼び戻す準備を行ったが、火
勢が強く、すぐにレースはセーフティ
カーが導入され、ピットインは実現せ
ず。さらに消火のためレースは一時赤
旗中断となった。
　無事に消火が終わり、レースは午後
４時10分に再開される予定だったが、
今度は強い雨が富士に注いでしまう。
安全のため中断中にレインタイヤへの
交換が認められ、午後４時30分にレー
スは再開。山下はトップのままレース
終盤を戦った。

　濡れた路面のなか、ウエットタイヤ
のペースに優れるタイヤを履く #3 Z 
GT500 に 74 周目に先行を許した山
下は、少しずつ路面が乾きはじめるの
を感じ取った。82 周を終え、チーム
は義務回数をこなすべく３回目のピッ
トインを決断。ここで逆転を期して山
下にスリックタイヤを履かせピットア
ウトする。なんとか山下はタイヤを温
め、終盤にはウエットタイヤのままの
ライバルたちより大幅に速いペース
を掴んだものの、追い上げは実らず。
ENEOS X PRIME GR Supra の順位
は 11 位。今季初の無得点で終わるこ
とになり、チームとしては痛い地元戦
となってしまった。



ドライバー／監督コメント

土曜の走り出しからフィーリングが良くなかったのですが、途中いろいろなところを変更して、
最終的にそこそこ良くはなりませんでしたが、予選までに細かい詰めができませんでしたね。た
だ決勝ではクルマは問題ありませんでした。タイヤもしっかりとハマっていて、レースでは一時、
本当に勝てるのではないかと期待もしましたが、戦略の面でミスがあり、もったにないことをし
てしまいました。気持ちを切り替えていくしかないですね。このレースはサクセスウエイトもか
なり積んできていましたが、上位で戦えるということは確認することができましたし、次戦も速
く走れる保証はありませんが、しっかりと次戦、今回のレースのリベンジをしていかなければい
けないと思っています。悔しいですが、みんなでしっかり成長していくしかないですね。

予選ではミスもなかったのですが、あとほんの少し足りませんでしたね。決勝レースではトップ
でバトンを受け取り、スリックタイヤでしばらく首位を守りながら後続とのギャップも保てたの
ですが、赤旗中断をはさみウエットタイヤに交代して、その後も感触は悪くなくギャップを広げ
ることはできたものの、最後のピットストップでは給油をするしかなかったので、タイミングは
少し早いとも思いながら、スリックタイヤに交換することになりました。スピンすることなくペー
スを上げて、最後は周回を戻すくらいまではいけたのですが、難しいレースになってしまいまし
たね。とはいえ、まだ第４戦ですからね。僕が大嶋選手とチャンピオンを獲ったときには第５戦
から巻き返すことができたので、まだまだこれからだと思っています。

序盤、それと終盤とレース中に２回アクシデントがあって、セーフティカーランのタイミングが
あったと思うのですが、そこを狙ってピットインする予定だったのですが、運悪く２回とも入れ
なくて。まわりを大きく引き離してピットに入るつもりが、戦略がまったくずれてしまいました。
すべてのタイミングが外れてしまったことで、うまくいかないレースになってしまったと思いま
す。燃料もギリギリでしたし、あのタイミングでピットに入らざるを得ませんでした。ポイント
を獲り逃してしまったのは本当に悔しいですね。ひさびさの無得点のレースになってしまったの
は残念です。もう次の鈴鹿でのレースは勝つしかないですね。ランキング上位がしっかりポイン
トを獲ってきているのでなおさらです。

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 山下 健太　Kenta YAMASHITA

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第４戦 富士スピードウェイ　リザルト

８月５日　公式練習（GT500）

８月６日　決勝レース（GT500） 2023 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

８月５日　公式予選（GT500）

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’28.721

2 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹／木村偉織 BS 1’28.822

3 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’28.890

4 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’29.333

5 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’29.363

6 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’29.488

7 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’29.572

8 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’29.603

9 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’29.623

10 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’29.627

11 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’29.727

12 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’29.847

13 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’30.119

14 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’30.276

15 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’30.582

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 3h45’06.900

2 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’04.435

3 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’25.244

4 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’38.946

5 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’41.152

6 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’44.280

7 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1Lap

8 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1Lap

9 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1Lap

10 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1Lap

11 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1Lap

12 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1Lap

13 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1Lap

14 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹／木村偉織 BS 1Lap

15 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1Lap

Pos. No. Car Driver Tyre Time

1 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’27.763

2 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’27.813

3 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹／木村偉織 BS 1’27.852

4 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’28.114

5 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’28.226

6 100 STANLEY NSX-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’28.295

7 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’28.326

8 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’28.667

9 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’28.608

10 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’28.708

11 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’28.764

12 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’28.802

13 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’28.842

14 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’29.238

15 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’29.436

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 3 千代勝正／高星明誠 49 98

2 36 坪井翔／宮田莉朋 44 88

3 100 山本尚貴／牧野任祐 27 54

4 23 松田次生／ロニー・クインタレッリ 25 50

5 19 国本雄資／阪口晴南 22 44

6 17 塚越広大／松下信治 21 42

7 14 大嶋和也／山下健太 21 42

8 1 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 18 36

9 64 伊沢拓也／太田格之進 16 32

10 16 福住仁嶺／大津弘樹 16 32

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2021 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


